



Formation of Children’s Pictorial Expression That Uses
 





This study investigates pictorial expression at a children’s workshop held
 
in an atelier in Paris,France the city that many artists have used as a setting
 
for their creations,and which has long inspired artistic works and generated
 
artistic energy.
The modern streets of Paris already maintain an artistic air in their very
 
existence. However,through the years,the city has also been a space of vitality
 
that has seen the history of revolution and tragedy.
We therefore decided to focus on a workshop being held in an atelier in
 
Paris,a city that possesses an accumulation of both history and cutting-edge
 
art. We requested the cooperation of an art studio in Paris“Atelier L.”,which
 
has been cultivating children’s artistic sensibilities through picture education at
 
unique workshops. Children’s pictorial expressions that are produced using a
 
distinctive palette in the form of a table richly bring out the children’s creativ-
ity and make effective use of the significance of holding workshops in the
 
atelier. In this study,we focus on this type of educational method and clarifies
 
the educational techniques using children’s pictorial expressions and their
 
standpoints.






























































































































































































































































































図９ アトリエで制作する子どもの様子 図10 アトリエで保管されている子どもの絵画作品
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クショップ事例と共通であると考えられた。実際に、制作を進める際の事前段階で行われる絵画
のエスキース作りは、いわゆるアイスブレイクに相当するリラックスした自己表現に入っていく
際の第一段階であるように考えられた。「自分で考えて表現する」ということは、子どもにとって
孤独や集中力の持続の困難さを示していくものの、ワークショップを通して、自分の内面にある
イメージを視覚的な絵画作品にする行為は、直接的に絵画表現によってイメージを表すことので
きる可能性が多く含まれていると考えられる。
４―?．インタビュー調査を基にしたワークショップの考察
インタビュー調査においては、パリ市におけるアトリエＬの絵画教育方法を通して、ワーク
ショップを「作業場、工房」の意味から捉えた歴史的にも美術的表現の本場であるパリ市の確固
たる位置づけを確認することができた。また、アトリエ内で実際に接した子ども達が目の前にあ
る一枚の白い画用紙に向かい、落ち着いて自分の内面に自問自答し、静かに絵画表現を行う姿勢
から、パリ市の文化的にも精神的にも高度な芸術的感性の解釈を垣間見ることができた。
さらに、アトリエＬのワークショップにおける、「自分で見つけ出していく」という根本的な時
間は、パリ市の街並みや空間によって気品のある贅沢な空間にも解釈できた。アトリエＬで制作
していた、ある子どもは、サッカー観戦、また、ある子どもは飛行機、友達などと脳裏にイメー
ジした絵画を作品にして視覚的に自分自身と自問自答しながら、絵画作品を完成させていた。そ
の行為自体は、子どもにとって、様々なイメージが脳裏を飛び交う独創的な時間の表現行為に捉
えられた。
また、アトリエＬで独自に用いられている絵画用パレットは、個人と他者との表現行為の可能
性をつなぐとともに、アトリエにおける制作マナーや他者との協同的な表現空間の雰囲気を作り
出すアトリエＬ主宰者のメッセージが込められていた。それとともに、そこに配置された筆や絵
の具の本物へのこだわりが、アトリエの「規律」を構築するアトリエＬ主宰者の教育的裏付けと
配慮によって、アトリエＬの空間で制作する子ども達の表現につながっていると考えられた。
５．全体を通した考察とまとめ
前述したインタビュー調査を通して、ワークショップの「作業場、工房」の意味を根源とした
アトリエＬの子どもの絵画制作のコンセプトは、今日、日本でワークショップとして捉えられて
いる場合が多い「研究集会」の意味とは異なる進行状況であることが確認できた。昨今、ワーク
ショップにおいて、進行役（多くはファシリテーターの役割）としてのポピュラーなアイスブレ
イクなどから、活動の場の雰囲気を柔らかくしていくということもアトリエＬでは強調して行わ
ず、「子どもが自分で考えて絵画を描く」というシンプルな教育方法で構成されていた。
さらに、パリ市のモダンな街並みの中に所在するアトリエＬにおける絵画表現の展開は、直接
的な絵画指導としてではなく、絵画制作に至るまでのパレットや筆、絵の具などの道具のもつ本
物の素材感、アトリエの空間づくり、「率直さ」「尊重」「教育」という３つの大きな教育原則によっ
て、運営されていることが、子どもの絵画制作において自己表現を豊かに実現させていると考え
られた。すなわち、インタビュー調査の中で、アトリエ主宰者が語っていたように「アトリエは
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人生の学校である」というメッセージが、ワークショップの「作業場、工房」という言葉の柱と
なる根源的意味を示唆していることを導き出すことができた。
本研究では、ワークショップの教育手法としての絵画教育に迫っていく過程で、絵画教育にお
けるワークショップの哲学的な意味が込められたアトリエの存在にも触れる結果となった。この
ことは、現在、日本で展開されている絵画表現を行うワークショップの中で、「企画する側がどの
ように子どもの絵画表現を豊かにしていくことができるか」という進行方法の問題としても多く
の教育的視点を含んでいると考えられる。
今回の調査によって、深い芸術の歴史をもつパリ市に所在するアトリエＬが行っているワーク
ショップの絵画教育を通した子どもの絵画表現の可能性を探求することができた。今後もアトリ
エＬのワークショップの展開に着目しながら、パリ市のアトリエで行われているワークショップ
が形成している子どもの心象的な絵画表現に関わる教育方法を引き続き、解析していきたい。
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